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　今日、農山漁村地域を多く抱える町村では、人口減少時代を真正面か
ら見据え、自ら知恵を絞り、持続可能な地域づくりを実現するため、自
主的、主体的にそれぞれの地域の特性を最大限活かしながら、住民等と
一体となって地方創生に向けた取組を日々進めています。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、私たちの生活様式に劇的な
変化をもたらすとともに、ライフスタイルや人生のあり方にまで影響を
与えました。そのような中、改めて農山漁村地域が本来持つ価値や可能
性が注目されています。
　この度刊行いたしました「町村の施策事例集Ⅷ」は、全国の町村が取
り組んでいる移住・定住施策や地域産業の活性化施策など、意欲が溢れ
魅力のある地域づくり52事例を紹介しています。それぞれの施策事例は、
令和２年度から３年度にかけて全国町村会の機関誌「町村週報」に「現
地レポート」として、施策の成立に至るまでの経緯や苦心談、今後の課
題と展望等をご執筆いただき、掲載したものです。
　また、令和３年で東日本大震災発災から 10年目の節目を迎えたことか
ら、被災町村の皆さまに、現在の復興状況や魅力溢れる地域づくり、将
来の展望等についてご執筆いただき、特集「東日本大震災発災から 10年
～町村の軌跡と未来～」として掲載いたしました。
　さらに、「小さな村 g7サミット」を契機として連携する北海道・東北・
関東・近畿・中国・四国・九州それぞれの地域で最も人口の少ない 7つ
の村の皆さまに、多様な取組についてご執筆いただき、特集「小さな村
g7サミット～小さな村だからできること～」として掲載いたしました。
　各位におかれましては、ぜひともご一読頂き、全国の町村のまちづく
りに向けた真摯な取組にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　併せて、この「町村の施策事例集Ⅷ」が全国各地のまちづくり関係者
の皆さま方の新たな気づきとなれば幸いです。
　最後に、本書の刊行にあたり、多大なご協力を賜りました関係者の皆
さまに厚く御礼申し上げます。

令和４年９月

全国町村会長　荒木 泰臣
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さ
な
村
に
あ
る
　
～
地
域
史
か
ら
み
る
「
移
動
・
交
流
」
と
、
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
～

25

福
島
県

檜
枝
岐
村�

（
ひ
の
え
ま
た
む
ら
）

尾
瀬
と
と
も
に
歩
む
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

30

山
梨
県

丹
波
山
村�

（
た
ば
や
ま
む
ら
）

『
縁え
に
し

め
ぐ
る
里  

丹
波
山
村
』
～
「
ご
縁
」
が
行
き
交
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

34

和
歌
山
県

北
山
村�

（
き
た
や
ま
む
ら
）

村
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
村
づ
く
り

38

岡
山
県

新
庄
村�

（
し
ん
じ
ょ
う
そ
ん
）

小
さ
な
村
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

42

高
知
県

大
川
村�

（
お
お
か
わ
む
ら
）

何
が
何
で
も
４
０
０
人
の
人
口
は
守
る
　
～
『
離
島
を
除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村
』
か
ら
『
ま
る
ご
と
大
川
』
へ
～

46
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で
“
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”
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だ
む
ら

1
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年
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「
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を
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て
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県
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う
）
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界
一
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へ
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島
県
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内
村�

（
か
わ
う
ち
む
ら
）

「
Ｇ
ｏ
！ 

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
～
今
を
乗
り
越
え
、
そ
の
先
へ
～
」

17

福
島
県

楢
葉
町�

（
な
ら
は
ま
ち
）

「
町
の
復
興
か
ら
創
生
へ
」
～
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と
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち  
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ら
は
～
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村
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～
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な
村
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き
る
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連
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北
海
道

音
威
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府
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お
と
い
ね
っ
ぷ
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ら
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地
方
創
生
の
ヒ
ン
ト
は
、
小
さ
な
村
に
あ
る
　
～
地
域
史
か
ら
み
る
「
移
動
・
交
流
」
と
、
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
～

25

福
島
県

檜
枝
岐
村�

（
ひ
の
え
ま
た
む
ら
）

尾
瀬
と
と
も
に
歩
む
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
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山
梨
県

丹
波
山
村�

（
た
ば
や
ま
む
ら
）

『
縁え
に
し

め
ぐ
る
里  

丹
波
山
村
』
～
「
ご
縁
」
が
行
き
交
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

34

和
歌
山
県

北
山
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（
き
た
や
ま
む
ら
）

村
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
村
づ
く
り
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岡
山
県

新
庄
村�

（
し
ん
じ
ょ
う
そ
ん
）

小
さ
な
村
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

42

高
知
県

大
川
村�

（
お
お
か
わ
む
ら
）

何
が
何
で
も
４
０
０
人
の
人
口
は
守
る
　
～
『
離
島
を
除
い
て
日
本
最
少
人
口
の
村
』
か
ら
『
ま
る
ご
と
大
川
』
へ
～

46

熊
本
県

五
木
村�

（
い
つ
き
む
ら
）

「
ひ
か
り
輝
く
五
木
村
」  

～
村
民
が
主
役
の
村
づ
く
り
を
目
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て
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50
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移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働
　
　
関
連
施
策

北
海
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天
塩
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（
て
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ち
ょ
う
）

マ
イ
カ
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携
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梨
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史
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史
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く
り
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八
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（
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ち
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）
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組
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）
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ち
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岡
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和
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町�

（
わ
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う
）
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続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て
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教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉
　
　
関
連
施
策

北
海
道

栗
山
町�

（
く
り
や
ま
ち
ょ
う
）

ケ
ア
ラ
ー
（
無
償
の
介
護
者
）
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
　

～
市
町
村
初
の
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
の
制
定
（
令
和
３
年
４
月
）
～

101

東
京
都

瑞
穂
町�
（
み
ず
ほ
ま
ち
）

異
な
る
空
間
が
混
在
し
た
不
思
議
な
町
、
そ
れ
が
“
瑞
穂
町
”

105

新
潟
県

粟
島
浦
村�
（
あ
わ
し
ま
う
ら
む
ら
）

日
本
海
に
浮
か
ぶ
新
潟
県
の
小
さ
な
島  

粟
島

109

広
島
県

海
田
町�

（
か
い
た
ち
ょ
う
）

「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

113

山
口
県

和
木
町�

（
わ
き
ち
ょ
う
）

小
さ
く
と
も
き
ら
り
と
輝ひ
か

る
和
木
町
を
未
来
に
つ
な
ぐ

117

長
崎
県

波
佐
見
町�

（
は
さ
み
ち
ょ
う
）

陶
器
と
農
業
の
町
　
波
佐
見
町
　
～
「
陶
・
農
」
兼
業
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
～

121

熊
本
県

高
森
町�

（
た
か
も
り
ま
ち
）

情
報
通
信
基
盤
整
備
が
町
を
変
え
る
！
　
～
コ
ロ
ナ
禍
で
発
揮
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
力
～

125

鹿
児
島
県

徳
之
島
町�

（
と
く
の
し
ま
ち
ょ
う
）

か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
後
世
に
、
国
内
５
か
所
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

129

3
農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進
　
　
関
連
施
策

青
森
県

佐
井
村�

（
さ
い
む
ら
）

み
ん
な
が
“
愛
と
誇
り
”
を
実
感
で
き
る
む
ら
　
～
日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
の
挑
戦
～

133

福
島
県

南
会
津
町�

（
み
な
み
あ
い
づ
ま
ち
）

「
南
郷
ト
マ
ト
」
×
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
～
南
郷
ト
マ
ト
１
０
０
年
産
地
を
目
指
し
て
～

137

茨
城
県

茨
城
町�

（
い
ば
ら
き
ま
ち
）

い
ば
ら
き
ま
ち
未
来
へ
の
道
し
る
べ
　
～
三
世
代
が
共
に
輝
く
元
気
交
流
空
間  

夢
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
～

141

埼
玉
県

伊
奈
町�

（
い
な
ま
ち
）

平
成
の
町
普
請
！
伊
奈
備
前
守
忠
次
公
の
志
を
継
い
だ
ま
ち
づ
く
り

145

石
川
県

宝
達
志
水
町�

（
ほ
う
だ
つ
し
み
ず
ち
ょ
う
）

「
町
の
魅
力
」
は
住
民
の
誇
り
が
生
み
出
す
　
～
宝ほ

う
活か

つ
（
宝
達
志
水
を
楽
し
く
す
る
活
動
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

149

静
岡
県

南
伊
豆
町�

（
み
な
み
い
ず
ち
ょ
う
）

人
に
ふ
れ  

自
然
に
ふ
れ  

心
や
す
ら
ぐ  

南
伊
豆
町

152
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兼
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来
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平
成
の
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普
請
！
伊
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前
守
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次
公
の
志
を
継
い
だ
ま
ち
づ
く
り

145

石
川
県

宝
達
志
水
町�

（
ほ
う
だ
つ
し
み
ず
ち
ょ
う
）

「
町
の
魅
力
」
は
住
民
の
誇
り
が
生
み
出
す
　
～
宝ほ

う
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つ
（
宝
達
志
水
を
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く
す
る
活
動
）
プ
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～
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静
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み
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に
ふ
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自
然
に
ふ
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ら
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南
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※
文
中
の
日
付
・
数
値
、
記
述
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
と
し
て
「
町
村
週
報
」
掲
載
時
点
の
も
の
で
す
が
、
一
部
最
新
の
デ
ー
タ
に
修
正
し
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

徳
島
県

那
賀
町�

（
な
か
ち
ょ
う
）

林
業
の
再
生
へ
向
け
て

156

愛
媛
県

砥
部
町�

（
と
べ
ち
ょ
う
）

「
文
化
と
こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」  

映
画
『
未
来
へ
の
か
た
ち
』
か
ら

160

高
知
県

日
高
村�

（
ひ
だ
か
む
ら
）

「
安
全
・
安
心
で
笑
顔
と
希
望
あ
ふ
れ
る
村
」
を
目
指
し
て

164

宮
崎
県

高
原
町�

（
た
か
は
る
ち
ょ
う
）

事
業
承
継
で
ふ
る
さ
と
高
原
町
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

168

4
自
然
環
境
対
策
、
災
害
防
災
対
策
・
危
機
管
理
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
　
関
連
施
策

岩
手
県

西
和
賀
町�  ��

（
に
し
わ
が
ま
ち
）

ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
を
町
の
チ
カ
ラ
に

172

愛
媛
県

内
子
町�

（
う
ち
こ
ち
ょ
う
）

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
を
め
ざ
し
て

176

福
岡
県

宇
美
町�

（
う
み
ま
ち
）

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

180

5
観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）　
関
連
施
策

北
海
道

美
瑛
町�

（
び
え
い
ち
ょ
う
）

美
し
い
農
業
景
観
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

184

岐
阜
県

関
ケ
原
町�

（
せ
き
が
は
ら
ち
ょ
う
）

豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
調
和
し
た
ま
ち

188

大
阪
府

岬
町�

（
み
さ
き
ち
ょ
う
）

い
ま
求
め
ら
れ
る
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル  

豊
か
な
自
然
の
中
で
「
働
き
」「
学
び
」「
楽
し
め
る
」
ま
ち

192

奈
良
県

明
日
香
村�

（
あ
す
か
む
ら
）

「
民
家
ス
テ
イ
」
か
ら
始
ま
る
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

196

和
歌
山
県

湯
浅
町�

（
ゆ
あ
さ
ち
ょ
う
）

伝
統
と
歴
史
が
息
吹
く  

醤
油
発
祥
の
地

200

沖
縄
県

与
那
国
町�

（
よ
な
ぐ
に
ち
ょ
う
）

日
本
で
最
後
に
夕
日
が
沈
む
島

204
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